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１．支払締め処理
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１．支払締め処理の実行

メニューより、［支払締め処理］を選択します
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１．支払締め処理の実行

検索条件を指定し、検索ボタンを押すと、店舗の合計と端末ごとの集計が表示されます。

端末コンボボックスで「全て対象」を選択すると、店舗
に紐づく全ての端末が表示されます。
ただし、締め処理対象の明細が0件の端末は表示されま
せん。

店舗の合計情報。
「未確認件数」は「まだ締め処理を実行していない明細の件数」です。
明細表示がなくても未確認件数が1以上なら、締め処理を実行していない
明細があるので、ご注意ください。

端末ごとの集計情報。

ここには、エラー、取消、調整済、未照会の明細のみ
表示されます。

同じ検索条件で利用明細検
索・照会画面を表示するこ
とができます。
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１．支払締め処理の実行

確認ボタンをクリックして支払締め処理を実行します。

※締め処理実行後、利用明細検索画面で「調整済」「取消」の更新が行えなくなります

また、後払い請求締め処理の実行は、この支払締め処理が完了していることが前提です

支払締め処理が完了すると
「未確認件数」が0件になり、
「確認」欄に「済」と表示さ
れます。
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１．支払締め処理の実行

検索結果の照合欄が「未照合」（決済端末からのログ送信が実行されていない）

または、「エラー」の明細がある場合、締め処理を実行できません。
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１．支払締め処理の実行

「エラー」の明細が残っている場合、

支払締め処理の実行と同時に一括で「調整済」とすることができます
エラー明細は、通信エラーなどが原因で、支払決済実行時に決済端末
（POSレジやタブレットなど）が正常に決済完了できなかった明細です。

エラー明細は自動で取消実行されるため、通常はこの時点で未処理のエ
ラー明細（「照合」欄が「エラー」）が残ることはほぼ有りません。

しかし、自動取消も通信状態に左右されるため、まれに取消されずにエ
ラー明細が残る可能性があります。
その場合、2重決済になっていないかなど、個別に対応を判断いただく
必要がありますので、一括で「調整済」とする（取消ではなく有効な決
済として残す）操作の使用はご注意ください。
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２．チャージ締め処理の実行

メニューより、［チャージ締め処理］を選択します
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２．チャージ締め処理の実行

検索条件を指定し、検索ボタンを押すと、店舗の合計と端末ごとの集計が表示されます。

端末コンボボックスで「全て対象」を選択すると、店舗
に紐づく全ての端末が表示されます。
ただし、締め処理対象の明細が0件の端末は表示されま
せん。

店舗の合計情報。
「未確認件数」は「まだ締め処理を実行していない明細の件数」です。
明細表示がなくても未確認件数が1以上なら、締め処理を実行していない
明細があるので、ご注意ください。

端末ごとの集計情報。

ここには、エラー、取消、調整済、未照会の明細のみ
表示されます。

同じ検索条件で利用明細検
索・照会画面を表示するこ
とができます。
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２．チャージ締め処理の実行

確認ボタンをクリックしてチャージ締め処理を実行します。

※締め処理実行後、利用明細検索画面で「調整済」の更新が行えなくなります

チャージ締め処理が完了する
と「未確認件数」が0件にな
り、「確認」欄に「済」と表
示されます。
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２．チャージ締め処理の実行

検索結果の照合欄が「未照合」（決済端末からのログ送信が実行されていない）

または、「エラー」の明細がある場合、締め処理を実行できません。
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２．チャージ締め処理の実行

「エラー」の明細を確認する必要が無い場合、

チャージ締め処理の実行と同時に、一括で「調整済」とすることができます

エラー明細は、チャージ決済実行時に通信エラーとなった決済です。
この際、通常であれば利用者から問い合わせがあり、サーバにチャージ
明細がなければチャージ額を返金しています。
このため、チャージ明細には「取消」の操作がなく、エラー明細は必ず
「調整済み」の登録をするルールです。

問い合わせ時に調整済み登録を忘れている場合や、利用者が残高が増え
ていることを確認し特に問い合わせをしていない場合など、締め処理時
点でエラー明細が残っている理由はいくつか考えられますが、利用明細
の「備考」にメモを残す必要がなければ、この機能で全て「調整済み」
として締め処理を実行してしまっても問題ありません。

11


	スライド 0: キャッシュレスシステム 運用管理者マニュアル ～締め処理～
	スライド 1: １．支払締め処理
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

